
人 事 案 件
〇
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
平
成

31
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な

る
た
め
、
新
た
に
候
補
者
を
任
命
。

・
内
藤　

茂　
　

氏
（
岡
野
）

・
遠
藤　

正
史　

氏
（
金
井
島
）

・
遠
藤　

恵　
　

氏
（
延
沢
）

・
鳥
海　

均　
　

氏
（
中
之
名
）

・
鳥
海 

由
美
子　
氏
（
中
之
名
）

・
松
下　

彰　
　

氏
（
宮
台
）

・
片
岡　

待
子　

氏
（
宮
台
）

・
府
川　

健
治　

氏
（
宮
台
）

・
田
代　

輝
夫　

氏
（
牛
島
）

・
井
上　

昌
春　

氏
（
吉
田
島
）

・
小
野　

博
文　

氏
（
吉
田
島
）

・
辻
村　

進　
　

氏
（
吉
田
島
）

〈
全
員
異
議
な
し
で
当
選
〉

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

・
大
場 

智
充 

氏
（
延
沢
）

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
１
名
の
任

期
が
平
成
31
年
６
月
30
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
人

の
推
薦
。

　
　

　〈
全
員
異
議
な
し
で
議
決
〉

提出 議決日 議　案　名 審議
結果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長

３/６

農業委員会委員の任命について
（◆委員の任期が平成31年３月31日をもって満了となるため、
後任の農業委員の選任）

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
（◆委員のうち１名の任期が平成31年６月30日をもって満了と
なるため、引き続き同人を法務大臣へ推薦）

異議
なしとし

て議決
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成駅前第２公園「ロンちゃん」基金条例を制定することにつ
いて（◆ロンちゃんをきれいな状態で後世に遺していくため、
平成30年11月からクラウドファンディングを活用して寄附を
募っており、寄附金を適正に管理・運用を図るため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例を制定することについて
（◆人事院規則において超過勤務命令の上限時間等が規定されたことに
伴い、時間外勤務命令を行うことができる時間の上限を定めるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を制定す
ることについて
（◆人事院勧告等を考慮し、55歳を超える職員の昇給抑制措置を
講じることによって国家公務員との給与水準の均衡を図るため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町税条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆消費税の税率が10％への引き上げが平成29年４月１日から
平成31年10月１日に変更されたこと等を受けて行われた地方税
法の一部改正に伴い、所要の改正）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆国民健康保険の運営の広域化が実施されたこと及び健康保険法施行
令の規定を勘案し、被保険者が死亡した際の葬祭費を引き下げるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町町営水道事業条例の一部を改正する条例を制定することについて
（◆学校教育法及び技術士法施行規則の一部改正に伴い、布設工事
監督者及び水道技術管理者の資格要件について、専門職大学前期課
程の修了者を短期大学の卒業者と同等に扱う等の改正をするため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町企業の立地促進等に関する条例の一部を改正する条例を
制定することについて（◆みなみ地区工業専用地域において、
企業立地時の税制面に関する優遇措置の適用期間を延長するこ
とで、引き続き当該地域の企業立地の促進を図るため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町のびのび子育てルーム事業実施条例を廃止する条例を制
定することについて（◆開成幼稚園で３年間教育を開始するこ
とに伴い、これまで実施してきた三歳児教育である開成町のび
のび子育てルーム事業が、その役割を終えるため）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

開成町教育振興基本計画を策定することについて
（◆平成 31 年度から平成 36 年度までの６年間を計画期間とす

る開成町教育振興基本計画を策定するため）
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３/７

平成 30 年度開成町一般会計補正予算（第７号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 30 年度開成町水道事業会計補正予算（第２号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３/15

平成 31 年度開成町一般会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町国民健康保険特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町介護保険事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町給食事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町後期高齢者医療事業特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平成 31 年度開成町下水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
工事請負変更契約の締結について

（◆新庁舎建設工事の工事請負契約を締結するため） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成31年開成町議会３月定例会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　○は賛成した者　●は賛成しなかった者　「除」は除斥　「欠」は欠席♦議案の要約

３
月
定
例
会
議

条例制定・補正予算
〇
開
成
駅
前
第
２
公
園

「
ロ
ン
ち
ゃ
ん
」
基
金
条
例

ロ
ン
ち
ゃ
ん
を
き
れ
い
な
状
態

で
後
世
に
遺
し
て
い
く
た
め
、
平

成
30
年
11
月
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
寄
附
を

募
っ
て
お
り
、
寄
附
金
を
適
正
に

管
理
・
運
用
を
図
る
た
め
、
条
例

の
制
定
。

〈
全
員
賛
成
〉

〇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

主
な
内
容
は
、
後
期
広
域
連
合

か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
、
当
初

見
込
み
よ
り
増
と
な
っ
た
後
期
高

齢
者
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
額
の
増
に
伴
い
、

返
礼
品
代
金
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

へ
の
委
託
料
を
計
上
。〈

全
員
賛
成
〉

たくさんの寄附をいた
だいたロンちゃん

　

本
町
で
は
、
「
開
成
町
人
づ
く
り
憲

章
」
を
策
定
し
、
こ
の
憲
章
を
具
現
化

す
る
た
め
に
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
と

し
て
「
開
成
町
教
育
振
興
基
本
方
針
」

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針
を
基
に

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
教
育
施
策
を
展

開
す
る
の
か
が
教
育
振
興
基
本
計
画
で

す
。

教
育
振
興
基
本
計
画
を

慎
重
に
審
議

◆生涯を通じての学習や体力づくりをとおして、自ら
を高め、自立を図ります。

◆町民一人ひとりがそれぞれの立場で連携しながら、
子どもたちを守り育てます。

◆規範意識や公共の精神を高め、他人を思いやる豊か
な心を育てます。

◆自然や環境、歴史や伝統、芸術や文化を尊重し、私
たちのふるさとである開成町を大切にします。

◆自治会活動をはじめとした地域コミュニティへの参
画などを通じ、まちづくりに貢献します。

教育振興基本方針

【
主
な
質
疑
】

問  
学
校
を
支
え
る
取
り
組
み

と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置
を
検
討
す
る
と
あ
る

が
、
教
職
員
の
多
忙
化
の
軽
減

に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
。

答  
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
担
任
あ

る
い
は
教
科
担
当
者
の
渉
外
に

関
わ
る
時
間
が
減
ら
せ
る
と

思
っ
て
い
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
よ
り
良
い
活
用
方
法
、

運
営
方
法
な
ど
を
研
究
し
て
、

学
校
の
教
職
員
の
負
担
減
を
目

指
す
。

問  
道
徳
が
新
た
に
教
科
化
さ

れ
て
い
る
が
、
計
画
に
は
ど
の

よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の

か
。

答  
こ
れ
ま
で
の
一
方
的
な
教

え
る
、
教
え
ら
れ
る
と
い
っ
た

道
徳
の
あ
り
方
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り

と
考
え
、
意
見
を
持
っ
て
、
そ

れ
を
基
に
ク
ラ
ス
の
中
で
異

な
っ
た
考
え
の
人
た
ち
同
士
で

議
論
を
し
合
っ
て
、
自
分
の
考

え
と
異
な
る
点
も
あ
る
こ
と
を

発
見
し
な
が
ら
、
道
徳
心
を
養

い
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
位

置
付
け
て
い
る
。

　　平成 31 年４月　№ 1967 67 № 196　平成 31 年４月　


